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1. 緒言 
船舶ディーゼルエンジン排ガスへの NOx排出規制

が予定されており，対策が求められている．この排

ガスは 180℃以下の低温であること，触媒を被毒する

硫黄酸化物を高濃度で含むことから，従来技術であ

る SCR の適用は困難であり，無触媒・低温で脱硝す

る新規な反応法の開発が求められている． 
NO/NH3/O2 ガスに波長 172 nm の真空紫外線(VUV)

を照射すると，光反応による脱硝が起きることを先

に見い出した．本研究では，NH3 の分解に及ぼす紫

外線波長の影響を調べて光脱硝に最適な波長を決定

したうえで，真空紫外線による NH3, NO, O2 各々の光

分解反応速度を考察し，脱硝メカニズムを推定する． 
2. 実験装置および実験方法 
実験装置（Fig. 1）は，ガス供給部，光反応器，副

生成物捕集部，連続式ガス分析装置から成っている．

NO/N2/O2と NH3をそれぞれマスフローコントローラ

ーで流量制御・混合した後，円筒型の光反応器に導

入した．反応前後のガス組成は，赤外線式 NOx 計，

赤外線式 N2O 計，ジルコニア式 O2 計および FT-IR に

より連続分析した．なお，光反応器内の温度は，紫

外線ランプの放射熱によって約 150℃となっている． 

 
Fig.1 Outline of the experimental apparatus. 

反応は紫外線からのフォトン数(N)に影響される

と考えられ，その定義は次式である． 
N = A∙P ∙θ{1−exp(−α∙PNH3∙d)}/hν (1) 

ν = c / λ   (2) 

3. 実験結果 
3.1 VUV によるアンモニア分解特性 
紫外線波長別（ランプ毎）にフォトン数を変化させ，

NH3 分解率を比較した結果を Fig.2 に示す．フォトン

数が 1.5×1020以下では 172 nm よりも 190, 185 nm の

NH3分解率が高い．これはNH3の吸収係数αが190 nm 
> 185 nm > 172 nm であることに起因している．一方，

ランプ出力 P は，172 nm > 190 nm > 185 nm であるた

め，172 nm のランプが最も多いフォトン数を発生で

き，最も高い NH3分解率を得た（48.3 %）．これより，

光脱硝には172 nmのエキシマランプが適していると

結論できる． 

 
Fig.2 NH3 decomposition by three different wavelength. 

3.2 NO の光分解 
NO の光分解実験を O2= 0, 8.3%とし，ガス流量お

よび波長を変化させて行なった結果を Fig.3 に示す． 
O2= 0%の時，NO 分解率は 172 nm で 30−42%，190nm
で 10−18%であり，VUV 照射により NO が直接分解

する反応経路があることがわかった． 

 
Fig.3 NO decomposition by different wavelength. 


